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第１８回新生ふくしま復興推進本部会議 

 

○日時：平成 26 年 2 月 14 日(水) 9:30-9:40 

○場所：特別室（本庁舎２階）  

 

【内堀副知事】 

ただ今から、新生ふくしま復興推進本部会議を開催します。 

まず、投資促進特区について、商工労働部長。 

 

【商工労働部長】 

  資料１をご覧ください。 

  ふくしま産業復興投資促進特区の変更申請についてでございます。今回は製造業につ

いての区域の拡大についてでございます。 

当初計画の認定状況ですが、平成２４年４月２０日に国の認定を受け、７７７箇所、

４２，５２８㏊の認定を受けました。これにより課税の特例や税の減免措置を受けてい

るところでございます。指定を受けた事業者数は、昨年末までで５５４の事業者に上っ

ております。 

しかしながら、認定をいただいた区域外において、新たな企業進出の動きも出てきて

おりまして、市町村からも区域の拡大の要望がありました。このため、昨年以来、復興

庁と区域拡大の協議をしてまいりました。このたび、復興庁との協議が整いましたので、

本日、福島復興局へ変更申請書を提出したいと考えております。 

変更の内容ですが、区域を拡大する市町村は、要望のありました４８市町村でござい

ます。拡大後は、箇所数は約１．６倍の１，２７９箇所、面積は約１．５倍の６３，７

８０㏊に増加いたします。 

なお、その他の１１の町村につきましては、当該町村から新たな要望があった際には、

適宜協議をしてまいりたいと思っております。 

この区域拡大によりまして、県内への企業立地や、立地企業の新増設を促進し、本県

産業の復興の加速化に結びつけてまいりたいと思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。以上で説明を終わります。 

 

【知事】 

  対象区域は、地理的には県内全域にわたるのか。 

 

【商工労働部長】 

  外れている地域が１１町村ありますが、まず、双葉地域の直接被災地はどうしてもま

だ事業の実施が困難です。また、現在認定をいただいている区域で十分だというところ

については、今回は申請を行わないこととしています。会津地域や奥会津地域がそうい

う状況にあります。 
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【内堀副知事】 

  この件について、知事いかがですか。 

 

【知事】 

  経済の再生は復興の極めて大きな部分です。今回の特区の拡大を経済の拡大にしっか

りとつなげることが重要であり、立地補助金等とも連携した取組をしっかり進めていっ

てほしい。 

 

【内堀副知事】 

  それでは申請作業を進めていっていただきたいと思います。 

  次に報告事項です。ふくしま復興のあゆみについて、企画調整部長。 

 

【企画調整部長】 

  復興の状況を随時更新している「復興のあゆみ」ですが、２月１４日に公表されまし

たのでお配りしております。内容は時点修正が中心ではございますが、例えば拠点の整

備状況等で変更しております。それから、復興整備が徐々に上がってまいりますので、

新しい内容を付け加えて随時更新してまいりたいと考えております。皆様の御活用をよ

ろしくお願いいたします。以上で説明を終わります。 

 

【内堀副知事】 

  第６版になりましたけれども、内容は徐々に進化していると感じます。見出しがイン

パクトがありますし、見るたびに、単なる時点更新ではなく見せる工夫が備わっている

なと思いますので、これからも「あゆみ」の進化を楽しみにしております。 

続いて報告事項です。先日知事が上京した際の申入れについて、生活環境部長。 

 

【生活環境部長】 

  中間貯蔵施設の計画案及び管理型処分場の計画案の見直しについての申入れの御説明

をいたします。 

昨年１２月１４日に環境大臣、復興大臣から、中間貯蔵施設の設置及び管理型処分場

の活用について要請を受けました。 

これら施設については、本県の除染、廃棄物処理を促進して環境回復を図る上では大

変重要な役割を果たすものでございますけれども、今後の双葉郡の復興を進めるために

は、中間貯蔵施設についてはその規模をどれだけ小さくすることができるか、そして安

全安心が非常に重要であるという考えのもと、知事が直接双葉８町村の首長と協議し、

その結果を踏まえて２月１２日に環境大臣、復興大臣に対して申入れを行いました。 

中間貯蔵施設については、計画面積が増えない前提で大熊町・双葉町に集約する方向

で、既存の管理型処分場の活用については、固型化施設等関連施設を楢葉町に配置する

方向で、また、生活再建策･地域振興策についても具体的に提示するよう、設置者である

国の責任においてしっかり対応するよう強く申入れました。 
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復興大臣からは申入れについては重く受け止め国として検討していくとのお話があり

ました。 

 

【知事】 

  申入れに先立ち、双葉・大熊両町に考え方を説明しました。そしてその後８町村に打

診にまいりました。そういった状況の中で先日、環境大臣、復興大臣、環境副大臣に福

島県としての要望、大きく３項目を申し入れたところですが、大臣も申入れの内容につ

いては十分理解してもらっていると感じている。 

 

【内堀副知事】 

  以上で本部会議を閉じます。 


